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［Ⅰ］春の幻想  

そLて遂に，彼の裡で叫んでいる声のあとを追ってきて  

変化してゆく影のヴェールを貫いてきた夕べが 降りかかったのだ  

度を失って立っていた彼の上に。彼の周りにほ  

展がっていった 鐘の広がりゆく円周が。  

孟  

するとそれからもう一つの鐘が 星のよう忙滑っていった  

彼の辺りに澱んでいた静寂の下を，そLて眼覚めさせたのだ  

突然 とりとめのない痛みを。それは－と彼は言って身を震わせた¶  

私のJL、だ，私の破れた昔の心なのだ，と；  

私が大層注意深く護った心は  

種子の生育もなく，一日一日行ないを重ねれば  

それを年寄りがうたたねできる庭にすることも出来たろうにそれもないまま  

破れて消え去ってしまったのだ。  

というのも私ほ非常に多くを求めていたので，無視Lたのだ  

人が貯える筈の小銭では たとえ平安ほ．  

疲れた足がさまよえる一隅は，買えるにしても・・■   
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彼の上で，素早く，細っそりと，  

木々ほ緑の袖に包んだ銀の腕を投げ上げ，  

つや 艶のある手足や大技は  

太古の音楽に合わせて静かな拍子で動いていた。  

そしてそれから再びその踊り手たちの  

眉は 彼が夢見たものだったが 彼の前に漂った  

穏やかに，悲しみに沈むこともなく，夕べの空気の海で；  

唇は旋律を繰り返し，冷え冷えとする日没を支えていた  

彼ら町髪の秋となった静寂の中に。  

軽やかに彼らは 彼の周りに立ち現われて魔術で活気づかせ，  

彼自身の生命は 大層く一ったりしていることを両眼が示していたが  

再び躍動し出した：この美しさが彼の心を動かした，静かに，ものうく。  

空の莱やかな辛が  

彼の上の細い月を繊細に揺すり  

木々の先端を貰わせたので 彼にほ聞えたのだ  

木々の菓の接吻が；すると何と！その菓は消えていた。  

彼は手を上げて動揺し  

声を挙げて叫ぶところだったれ 枝々同様に黙していた  

枝々はぴんと張って幽かな反復句を唱しながら  

周りの小蜘蛛の遊糸のようにくっついて，彼をそっと罠にかけていた。  

すると鐘々が再び  

落ちてくる木の葉のよう忙，静寂から鏡忙写し出されるように鳴り響いた；  

それで彼ほ沈黙したまま心も空ろに  

思案した：私は探し求めていたものを得たのだ，それが粉々に砕けて  

今 私の手を逃れていったのだ と。  

何故なら私は，粗野な笑いの回廊をあくせくして   
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苦痛の暗い貯えの中に光を探し求めていたのだから；  

私は何をすればいいのだろう，年老い疲れ孤独で，  

一人で再びとりかかるにほ 余りにも疲れているのだから。  

彼の頭上に柔らかく闇の澄んだ波が  

現われて木々を充たし  

硬い枝々を鎮めて動きやめない稲畑にした。  

硬ほ硬ばった膝を伸ばして立ち上った。  

春は，幽かに星の光る闇の中を白く吹かれていたのだが，  

再び彼の周り虹姿を現わした，壁のように，  

その下に彼は立って見詰めていた，どんどん冷えてゆきながら  

星が一箇清浄に落下するのを。  
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［ⅠⅠ］間 奏 曲  

もう一度 さわやかな星のきらめく夕べが  

この人通りのない街路や壁に降りてくる；  

もう一度 世界ほ闇の中に沈む，と彼ほ言った，  

穏やかに星々が頭上にさっと－せいに現われたのを見詰めながら  

棺の上を吹かれる蝋燭の炎のようだ……  

そして光の揺らめく炎を残して昔の石にささやきかける。  

ぎわめく枝々が閣に接して身振りを示した  

彼の上で；屋根の先端は狭く黒くてくっきりしていて  

鋭く際立った罷のようだったが 盈の輝く髪をなびかせていた。  

いつの目か徒も，また，死なねばならぬ，空気は  

彼の上で括れている木々で震えていたし，影ほ投げ上げられては  

無益に闇の中で身振りを見せて落ちて 消えてしまった。  

私ほそれらが 澄んだガラス状の星の白さの  

静寂の中を通ってものうそうにそこへ入ってゆくのを見詰めよう…・‥  
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影と静寂と薄明と星々と＝・・＝それらほ通過してゆく  

彼らの髪のとりとめのない音楽の中を  

最後の暗いサラパンドを踊ろうとして  

粉々の証岩と珊瑚の砂の上で。  

ゆっくりと厳かに．そして回転せよ  

喉を上げて髪をなびかせて  

膝を殆ど動かさずに，柔らかな胸を見せて。  

ゆるやかな巨大な水域が ゆっくりと燃やすのだ  

動かぬ空気を。  

厳かに 澄んだ幻想的な笛が 静かに  

反復する 踊ってゆく足が  

充実した見慣れぬ拍子を踊るのを，  

変化で，おお 音も立てぬ変化で 戸惑った動きを；  

厳かに，澄んだ幻想的な葦笛が  

明瞭に暗い単純な必要を繰り返す  

誰かの何かの何か依然として見つからぬ至福の必要を  

静かな苦痛のうちに祝福し接吻せんとして・…・・  

ゆっくりと，厳かに．そして回転せよ  

この世の黙々たる暗く夢みる顔の向う側へ。  

君の木管を持ち上げよ：旋律が繰り返すのだ  

露に濡れた足の穏やかな堂々たる迷宮を；  

厳かにその澄んだ幻想的な木管ほ反復するのだ  

その動きを．厳かに再び  

その素朴な旋律ほ繰り返すのだ。  

ゆっくりと，厳かに，そして回転せよ。  

穏やかに悲し気になった君の顔を上げよ：君の眼を，  

探求し溜め息をつく君の口を 持ち上げよ  

何かまだ味わったことのない至福がただ必要になって  

静かな苦痛のうち忙祝福し接吻せんとしで・…・   
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角状突起の付いた門が揺れて開き，ぴったり閉じた。  

かつて臓細な声で歌った暗闇の  

昔ぎめた空虚な扱が 膝のように盛り上り  

そして下ってゆく，遠くへ下ってゆく，遠かな海域の下へ震えながら…  

彼は このぞっとさせられる通りを歩いてゆき  

足で空ろな舗道な鳴らしていった。  

［IlI］世界とピエロ  

夜想曲  
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1  

ここ，色々な世界の物音が海に沈み  

淀また波が山のように木霊するところに，  

ピエロは夜の閻のそばに 育と銀色の円柱のように立っていたことだろう。  

その円柱はオレンジ色と緑色できらきら光り，  

その円柱は 彼が見てきた世界の諸相で挟まみれで，  

その円柱は 白い星青い星で凍っている。  

そして今 空気ほ氷のように裂けてきらめいている。  

繊細に 月の影響を受けて。  

月ほ夙に吹き飛ばされてきた発光鳥であり  

ピエロほ単独で閣に現われた蛾なのだ，  

題が冷気で焦がされ，  

骨のない両手のように経で丸まってしまう蛾。  

ピエロは回転し旋回する・・・‥・  

ピエロは 色々な世界で明るくなった闇を引っばる；  

彼の影は 彼の前の氷の上を素早く走る。  

彼ほ旋回する，星の降る闇忙包まれて，  

彼の血の気の失せた両手は 二木の媛燭の炎のようで  

絶えず闇の上で燃え杭けている  

己が胸におかれた彼の額の屍のそばで。  
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徐々にやせ衰えた月が駄々と彼の髪を続く；  

彼ほ周りを覆う月光の  

檻の中にいる：月は空に上った蜘妹で  

彼の心に氷のような鋭を織り巡らせている。  

ピエロは回転し旋回する・…‥  

暗い絶壁忙腰する暗い海が銀色に突進し  

空の喉におかれた歯のように凍りつく。  

素早く笑いが，素早く声々が飛んでゆく  

銀の翼をもった氷の鳥たちのように。  

コロンパインは 細蝋燭の上にかがむ：  

コロンパインほ 薔薇をはね飛ばす。  

彼女はピエロの足元に 切断された手をはわ飛ばす。  

背後にほ，星々の直立した壁，  

下には，雪の輝き。  

ピエロほ回転し旋回する，ピエロは快速だ；  

役は月の前に両手を小鳥のように旋回させる。  

ビュ可ま回転し旋回する・・・・・・  

彼の睨は多くの世界の諸相で充たされる  

自，育，蘇に；  

それで彼は頭を隠したいと思うが，その鋭い青い闇ほ  

彼の両腕を顔から切り離すのだ。  

聞きたまえ！ヴァイオリンは  

大層きらきら輝く薄い刃へと譲りつくので  

彼の頭脳な貫いて彼の心臓にまで到り，  

彼ほ音楽のビンで闇に突き刺されるのだ。  

すみやか忙動きの断片は月の向うに吹かれてゆき，・…＝   
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コロンパインほ紙の尊敬を投げ飛ばす。  

ピエロほ自蛾のように閣の上を軽やかに飛び回る。  

継親淘ほ葉栗く，その日は星の光の中で鋭く，  

空の砂漠は永のように冷たい板のない花々で荒蓼たる光を放つ。  

その花々は堅く凍っている，裏白Fこなって。  

iii  

ピエロほ硬直した木々の間に 投り陽が沈むのをずっと見ていた，  

すると闇ほ奇妙な様子になり  

星々と静寂とで挨っぼくなって，  

死ぬ；だが 決Lて変化はしない：  

彼だけが，年老いることで死なねばならぬ。  

そして彼は 蒔い爽やかな闇が頭上に  

高く清浄無垢忙展がった空を転がされるのを見る，  

彼ほそれが 突如 火のように冷たく旋回し  

赤くめらめらと燃え立つのを見る；  

徒は立ったまま 周りを回転する天空を見詰める，  

星の光軋照らされた水が飛び跳ねて燃え  

ぎざぎざの歯のように凍りついて閻を引き裂くのを見詰めながら，  

粉々に砕ける海が膝のように盛り上がり  

長い空の壁を揺すり，  

呟いて下に落ち  

星が縁取る閣の下に再び退いてゆくのを見詰めながら。  

彼の背後にほ闇があって 西方へ押L進んでゆき，  

彼の上でほ物言わぬ星々が空中をひらめき降る。  

これらの星ほ，とピエロは考える，そこで凍りつきながら  

森の中町野Lい巡礼者のようだ，  

それらは盲目の人々のようで，大変穏やかで白いと。  

だが 君は若いのだ，ピエロよ；君ほ知らないのだ  

我々は夜と夜との間に囚われている魂だということを；  

我々はここではただ 声なき巡礼者なのだということを，  

彼らもかつては君同様，若い時ほ尊大だったが，  

67   
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今では 我々の費Lた夢と共に吹き飛ばされるのだと。  

はら，ピエロよ；異のある限が常に前を飛んでゆく君よ，  

若さが 輝く剣のように君の脇腹にぷら下っている間に；……  

君には頭上の壁また壁の上に空が見えないのか，  

死滅しなかった君の薔軌王 統の薔薇だとは  

分らないのか。その通り，君ほただ 不滅なものLか見ないのだ  

足と時とによって滑らかにすり練った輝く階段の上に。  

十分に見たまえ．ピエロよ；君の前には蓑玄関があるよ  

君には突破することもできないし，乗り越えられそうにもないが。  

iv  

上空】北極星の辺りでほ，回転するのだ  

星座が，空町幽かな壁の下を漠然と旋回しながら；  

下方では，夜明けと夕方に水が燃えるのだ，  

なのFこ君だけが，ビュFよ；君は死なねばならぬ；‥＝‥  

君，君の生命の矢がつがえられる銀の弓よ。   

大弓の先の先には覇翠の欲望が付けられ．君の錯覚の羽が付けられる，  

弓は引かれるが，放たれない  

というのも 君には確信がたいからだ，君はやはり恐れているのだ  

投げ先の当る的を自分がはずすだろうと。  

それで君はそのまま休止して，空が明白に燃えているのを見詰める  

着々と戻ることなき無数の巡礼たちが角灯を使うので；  

君にほ聞えるのだ 彼らの厳かに歌う歌が平野を充たすのが，  

君にほ一人が休止するのが分る：彼の角灯は突如暗くされ，  

それから明るくめらめら燃える，そして再び彼ほ先へと歌い進める。  

Ⅴ  

ピエロは山の頂きに小さく高く坐る，  

彫刻された星の光の中で霜をかぶり，硬直して頭を下げる  

星々に頴をぶつけないように，  

そLて見詰めている 崖の側面が湧き立っているのを   
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盲目の小鳥たちのように  

言葉の巽で空気を打つ声々で。  

闇は 遠かに騒がしく乱れる息づかいで 震える。  

ピエロほ自分の竪琴の上軋頭を下げて  

その調べを指の聞からゆっくり落とす，  

真紅の血の滴りのように：  

彼ほ真紅の音の薔薇を 仰向いた顔々の絨毯の上で粉々に砕く。  

彼ほ手足が寒さで己れの中に引っ込むのを感じて  

かじかんだ手を下へおろす  

竪琴の上に米を落とすように：銀のちりんちりん，  

彼の頭の辺りで 冷たく鋭くなった調べの旋回。  

それらは回転L消えてゆく，何と素早くそれらほ去ってゆくことか！  

ピエロはその最後の調べが消えるのを見詰め  

それから自分には全く見えも聞こえもしないことに気付く。  

それが，とピエロほ言う，私の心臓だったのだと  

それほ破れて私からさっと離れてゆき  

夜に自らをぷつけて粉々に砕いたのだ，  

私を凍らせて聞こえも見えもしないようにしたのだ と。  

そして己九の顔が凍って穏やかな仮面になるのを感じ  

空が自分の眼の中へ泳ぎ下ってくるのを感じて，  

ピエロは顔を上げ 星の光の中で言葉を失って  

両腕を上げて叫ぶのだ  

ヤ 静寂のきらめく栢の上で回転する星々に  

凍って燃える海へシューシュー音を立てている星々に。  

Vi  

星々は 歌を歌っている明るい顔をどんどん近づけながら，  

それぞれ彼の心の向うへ清浄無垢に進んでゆく。  

新たな声々がその群に加わる．ますます明瞭に：  

他の巡礼たちが乗り出そうと待ちかまえているのだ  

頭上の澱んだ大洋へ。  
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ピエロは回転L旋回する・・・・・・  

都市が闇の中で彼の下に波のように打ち寄せている。  

闇は 更に小さな世界が幾つも集った世界で  

すみやかに回転している 苦を立てない光の環を連ねて。  

ピエロは回転し旋回する  

闇の中で金切り声を立てながら飛びかかろうとする屋根屋根の間の  

狭い通路を流れてゆく星々を見詰めながら．  

開いた棺を越えて  

夙に乗って吹かれてゆく色紙・紙玉のような星々を見詰めながら，  

踊る少女たちの髪に付けられた花弁のように吹かれてゆくのを。  

彼は 謝肉奈がめらめら燃えながら通過してゆくのを見詰める  

ガラスに映ったひらひら飛び回る影のようなのを，  

彼ほ 音の環の連りのような  

音楽を見，その環の聞で乙女たちの胸が蹄んでゆき  

顔が粉々になってゆく花弁のように目の前を幽かに旋回するのを見る。  

松明が冷たい星々の上で煙を放って円周をなし  

呼ぷ風に打ち砕かれるが，それは突風の如く  

黄金の神々や，萌翠やエメラルドの神々，  

象牙やガラスの神々の周りに起り  

その辺りを飛び跳ねている衣装をまとった踊り手たちを燃え上がらせる。  

叫びは消えゆき，王たちは去り  

松明の煙は星々の間を吹いてヤがて見えなくなる；  

するとピエロは 影が石の通りをちょこちょこ走るのを見詰める  

その間うずくまっている彼の上町，彼の心の影が腐んやりと姿を現わすのだ。  

Vii  

ピエロは震える，彼の魂ほ提灯で，  

死んだ木々の庭に悲し気に吊り下っている。  

彼の魂は，かつて彼が大層注意深く己れの前に持ち運んでいたものだが  

今や騰が溶けて滴っている：炎ほ殆ど消えて  

元の闇に返ってしまった。   
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ピエロほぎこちなく起ち上る，石が彼の両膝を痙攣させたのだ・・・・・・  

やがて自分の魂は弱った炎の中に赤くなって消え失せるだろうと彼は思う。  

今やその激動も叫びも消え失せてしまい  

青菜は空に薄っすら紡がれるので  

彼ほ一人で立ち止る，彼は立ち止って  

量ばろし これら奇妙な灰色の幻が動き回って  

宮殿の戸口戸口に平身低頭するのを見詰めることだろう。  

彼ほ一人で立ち止る，彼は立ち止って  

見詰めることだろう 突風にあおられた木々の葉が閻の中でほためくのを  

人間の心の彼方忙。  

音楽が幽かになってゆき，彼の限は霞んでゆく；  

影は各々その膝掛けを持ち上げて旋回し去る。  

闇は急いで戻ってきて 松明を水浸しにする  

両手のように彼に掲げられていたのを；  

それで彼自身の両手も かつては白かったのに 灰色に溶解する。  

viii  

ピエロは，闇の中で塀の上に冷え冷えと坐って，  

角ばった冷たい石が手の平にひりひりするのを感じ  

闇が家々の間の屋根から屋根へと凍るのを見ながら  

身じろぎし，両腕をしっかり組む。  

星々が人通りのない街路を向うへ括れ戻り  

幽霊のような顔々ほ彼の心の向うまで 星々同様吹かれてゆく。  

今 その都市が黒く冷え冷えと空虚になるからにほ  

自分ほ誰なのだろう，とピエロほ考える，自分ほ誰なのだろう  

魂を空の向うへ硬Ifったまま伸ばすなんて，と。  

自分は誰なのか，静寂を足取りで細かく削って  

それから再びその静寂が自分の足取りを充たすのを見るなんて。  

夙が私の周りでますます大きな音を立て，苦痛で金切り声を挙げ  

花弁のついた顔々を私の心から吹き払う。  
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私は一人でいようか，  

私は→人で留っていて 死者が通過するのを見詰めていようか  

月にべちゃべちゃ語りかけ 紙の薔薇の花弁を一枚また山杖とねじり取りなが   
ら，…■・  

それとも私は自分自身の顔をコップの中に見ているのだろうか。  

むしろ私は見詰めるだろう 星々が空を向うから揺れ戻ってきて  

棺の中の木々の菓のように通りを一杯にするのを；  

死を待っている老人たちの髪を一杯にするのを，  

その間私は 崩れるのを待っている塀の上で  

気が遠くなってゆくのだが。  

もう暗い とピエロは言う，今や夜が訪れて  

私の周りに鉄の壁のように立ちふさがるのだから，私ほロがきけない；  

私はロがきけず 星の光の中で巨大になる。  

私ほ闇の中で海の上忙突如現われる絶壁であり  

私は育と線の鋳で縛られている；  

私は周りを音の森忙囲まれて一人きりで  

これまで自分が感じ見てきたあらゆる美と織り混ぜられているのだ。  

ごらん，君の上で逆さにきれた空の黒い鉢は  

東の処を小片に切られて，ゆっくりと光で充たされる；  

星々は水を一杯に張った斑岩の水盤に浮かんだ木の葉のように  

旋回し回転させられ，夜ほ  

沈んで流れて退いてゆき 君の眼には見えなくなる。  

そして，時間と共に際立った自分の砂漠の上にもたれて  

彼は 夢の巡礼者たちが歌いながら登ってゆくのを見詰める；  

彼は彼らが腕を空で上げるのを見る，  

彼らの手が，地平線で切られて，  

きらきら輝き 青もなくひらひら動くのを見る，……  

ピエロほ身動きし，夢の中へと限覚める。  

砂漠は空っぽで，小碍と城壁ほ星の光を浴びて輝く；   
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それらの下でほ，まどろんでいた群衆が向きを変えて溜め息をつく。  
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そしてピエロは，頭上の闇の中を凝視しながら  

見るのだ 限の前の影を光を顔々を；  

音楽の森の中をひらひら動き回る足を手を；  

そして木霊と芳香が彼の周りに  

それらの間の銀の糸と織り混ぜられ，そ九が苦痛となる；・…・・  

ピエロは閻の中を凝視して，溜め息をつき，  

再び自分の夢の中へ入ってゆく。  

［ⅠⅤ］演奏会の挫で  

音楽が薄れてゆく，光は壁を上ってゆき，  

天井に溜められて  

襟巻と外套をはおろうと骨折る両腕で  

よろよろ括らいで急にかしくu影で動き，  

限をまたたかせている愚かな顔々の上に溢れ出て  

それから天井の方に吸われて再び溜められる。  

それで私たちは身じろぎし立ち上る，  

私たちは幾つかの道をとって込み合っている通路を進んでゆく  

香気と気の抜けた無意味な話の幕を通り抜けて；  

そうして私たちは進む，頚の中に音楽を鳴らして，  

私たちは息をひそめてハミングし，再び耳にする  

進んでゆく間中私たちに醗きまとう幽かな反復旋律を，  

だがそ九が私たちにほ 何の句か把握できないL，敢えてしようともしない。  

薄明が流れ下ってゆき，一漕ぎ一漕ぎ  

光の泉が淡い緑の空に花開き，  

壁から壁へ街路から街路へ吹かれてゆく；  

足の迷路を越えて  

それは縫うように進む，′Lイブ煙草と巻き煙草の煙を越えて。  

腕を阻みながら私たちほ この反復旋律のところまで歩いてゆく．  

私たちの頭の中の この薄れた捉えどころのない幻忙まで，   
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それを私たちは思い出せないか，さもなくば忘れているのだ。  

闇の潮が私たちを溺れさせる，一波一波と，  

それは私たちに澄んだテイラツタの影を投げかけ，  

細長い岩棚沿いに尖塔から光を一掃し  

日没を脅す尖った匡棍を鎮める。  

私たちは休止する，私たちのつないだ手を星の  

遠かな静かな永遠の身ぶりに向けて上げようとして。  

そうして私たちほ歩いてゆき，噛も言わずに限を上げる。  

腕を組み合って親密な話し合いをしながら；  

些事の罷の中を  

私たちほ歩き，立ち止り，そして歩いてゆく  

私たちの周りに白く粉々にされた確実な事柄の泉の中を，  

Lばしば反復される心を乱す音楽に調子を合わせて，  

いつか私たちを包むことになる閻の中へと，…・・・  

それが適せられる時，全てほ逢せられるのだ。  

織り込め，君たち光を放つ花々よ，織り込め  

黄金のエ夫を 閻の低く下げた盾の上に。  

私たちは 隠された音楽に合わせて，夜から身を起す，  

私たちは笑って泣き，そしてそれから夜に私たちは屈するのだ。  

［Ⅴ］肖  偉  

私たちの間に君の手を持ち上げ，幽かに君の顔を上げ，  

君の眠から不透明なカーテンを引き閃けたまえ。  

ここを歩いてゆこう，影にそっと遮ぎられながら  

そして注意深く些事について話そう。  

手当り次第に軽く話し合おう：今晩の映画のことを   
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途切れた会話を一語また一語繰り返そう；  

友人たちや幸福について。闇がよろめく，  

私たちがかつて共に聴いたことのある音楽を再び聴いている間  
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その昔楽は私たちの掌と掌の間に血を湧き立たせて歌っていたものだったが。  

さあ，上げたまえ 君の顔を，君の薄っすらと白い顔の上で  

甚だ軽やかに動く君の小さい口の端を；  

超然と人生について話したまえ，若さの測り難さはあっても  

純朴でもある人生について：若くて純白でよそよそしく  

君は私町傍らを この影となった通りを 歩いてゆく；  

私の手に君の小さな胸ほそっと置かれ．  

君の笑いは 私たちの足の律動を乱す。  

君は大層若い。だから牢直に君は信ずるのだ  

この世界が，この暗くなった通りが，この影となった壁が  

越せることも冷えることも喪くなることも決してあり待ないし  

君が熱烈に知っている糞で明るくなるのだと。  

だから君の手を上げたまえ，君りめったに見られない顔に  

そして不透明なカーテンを君の脆から引き開けたまえ；  

人生について．素朴な真実について，深遠に語りたまえ，  

その間 君の声は卒直な驚きで澄んでいるのだ。  

［ⅤⅠ］  

閻が昇ってくる  

軽やかに 降ってくる光の淡い巽の上に。  

もうろうと霞んだ壁が 私たちの前にもうろうと浮かび立ち  

それから再び広かな録がかった空に寄りかかる。  

ゆっくりとヴァイオリンで青ざめて黙したまま  

私たちほ歩いてゆこう 壁の上でライラックが   
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その手を揺り動かし もたれて倒れる処へ，  

暗闇が深まって私たちの視界がきかなくなる時に。  

聴きたまえ，もう一度その沈黙が歌う有様を  

あなたがそっと上げて私の上に置く  

清らかで美しい細っそりしたあなたの手の間で  

あなたの日夜について歌うのを。  

聴きたまえ＝‥＝もう一度 私たちが一緒に聴くこの音楽が，  

灰かな驚きで細っそりとし，私たちの間で  

近か近かと，以前私たちが見聞きした時のように，  

今 昔一つ立てない完全な輪となって鳴り出すのを。  

あなたの手を私の手の中に入れて，置いて下さい  

あなたの定かならぎる花の顔を薄暗がりに。  

一日の この液状の終りに  

私たちは花弁のように漂うのだ，何故なら私たちは  

粛香でふらふらしている沈黙を僅かに持ち上げて  

またそれを落とすのだから。  

私にはあなたの顔が 私の頭脳の中の薄明を透かして見える，  

忘れられた事柄，思い出された事柄の薄明の中を，  

それほ通路なのだ，音楽で暗く冷たくなり，  

幽かなので見えない通路なのだ  

私を喜ばせようと静かな音に包んであなたを  

つれてきてくれる靡まで 私を導くのは。  

では 出かけよう，あなたと私とは，夜が更けてゆき  

繊細な茎色が 空を染める  

薔額色を 薄めてゆく間に；  

私たちは二人だけでそこへ行こう，あなたと私は，  

そして木べが影の中から裸で歩み出すのを見ることにしよう  

婦人がたが両肩をすくめてガウンから顔を出すように。   
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駄目だ，静かにしてくれなければ．全く話さないでくれ。  

この銀の星が音ぎめて沈むのを見詰めたまえ；  

ほら，その落下がたてるさざ波が  

おも 水溶りの面を敵笑を包み隠しながら私立てる。  
それは私たちを冷笑するのだろうか。私たちは顔を上げる。  

あなたの顔にはあなたの微笑みの影が  

眼の中で震えている 二つの水溜りに降る雨のよう忙。  

あなたは私を見て 口を持ち上げ 形作るのだ  

言葉の姿で沈黙を。  

手を上げて髪に触れたまえ  

顔から後ろの方へ翼のように  

分けてあるだけの宴に；そして沈黙を置いて  

私たちの夢を織りたまえ ライラックのようにあなたの髪忙。  
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［ⅤⅠⅠ］交 響 曲  

闇が昇ってくる  

ヴァイオリンの黄金の翼にのって  

そして明るくなる，まるで影の指が  

柔らかい月の銀の弦の上をさまようみたいに  

優しく奏でられる音楽忙のって。  

すると，あらゆる沈黙が滑らかに歌い出すように  

銀の鐘が人を活気づかせて聴えてきて  

それに追いかけるように素早く登ってくる，  

細々としたフルードが，クラリネットが；  

優雅な香りの灰かな悔恨が，  

弱音効果で奏でられたヴァイオリンが再び鳴る時に，  

細い銀の痛みが織り在ぎった  

厳かな角笛の黄金編晶が。   

ナイソナレル  
震動せよ，君，手打鈷小太鼓よ，ばっと燃え立って叩けよ。  
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突風のように星々は群がり群れて  

月をこの世界中に引き回す。  

鳴り出せ，君，かん高き木管笛よ，もがいて旋回せよ  

この一生命と呼ばれる一葉沢に  

踊りながら結ばれているこれら冷たい手町上を。  

震えよ太鼓よ，叩けよ角笛よ  

全てのものが生れ出たこの闇の下で，  

全てのものが戻ってくるこの闇の下を，  

凍る土よ，燃える土よ！  

ちり 塵より起り塵へ歩みゆく土  

そこで糞は叫び，欲望のうちに堕ちるのだ。  

宋たれ君∴造かなる凰よ，起って素早く連れ去ってくれ  

この散らばる死せる塵を この世から。  

発熱の動きが今や戸惑っている  

この闇の上で 私たちが美しいと思った物を  

凝視して探したのに そこにほ  

暗闇以外には何も見つからなかったのだ；  

聞こえほしたが一語も私たちには  

ほっきり分らなかった歌の下で；  

「何故」と「どこから」とほ私たちにほ決して分らない  

ヴァイオリンの音が起り消えゆき飛び去った時に。  

私たちは踊りに踊る，その間 私たちの顔は  

明るくなり，暗くなり，再び各々の庸につく  

陪い壁という壁のそばで そこでは花の穂が  

提げ香炉のように括れ，その部星の壁を  

香水を振りかけられた鏡で覆う そのため喜ばせられるのだ  

私たちは 微笑みが約束されたと〔この行消きれている〕  

それを取り消せるのは今や時の経過だけだが；  

それはいつも一つの顔を返してくれることだろう  

私たちが触れ合って別れる前に色々な思い出で  

互いの心を動かそうとLて近づき合う時に。  

竪琴が暗闇をなだめて 私たちの膝の   
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神経質な素早い動きを静めようとする  

それはその間を戸惑わせるのだ あらゆる空虚な夜々を越えて  

きらきら光る小さな明りで，  

私たちが年老いて孤独になり賢明になって  

胆に影を浮かべながら，考え，傲笑む時に。   

チイソナレル  
震動せよ，君，手打鈴小太鼓よ，はっと燃え立って叩けよ。  

突風のように星々ほ群がり群れて  

月をこの世界中に引き回す。  

鳴り出せ，君，かん高き木管笛よ，もがいて旋回せよ  

この一生命と呼ばれる－贅沢に  

踊りながら結ばれているこれら冷たい手の上を。  

震えよ太鼓よ，叩けよ角笛よ  

全てのものが生れ出た闇の下で，  

全てのものが戻ってくる閣の下を，  

凍る土よ，燃える土よ！  

ちり 塵より起り塵へ歩みゆく土  

そこで薫ほ叫び，欲望のうちに堕ちるのだ。  

来たれ君，造かなる見よ，起って素早く連れ去ってくれ  

この散らばる死せる塵を この世から。  

音楽が休止する，途切れた沈黙が  

闇の中に沈んでいくと告げて，  

するとその沈黙ほ ゆっくり昇ってゆく  

ヴァイオリンの蓑金の異にのって，  

フルートと竪琴にのって， クラリネットにのって，  

香る広かな悔恨へと。  

私たちの影が融け合う，すると私たちは始めるのだ  

竪琴とヴァイオリンの踊りを。  

音楽は溜め息をつき まさく中り歌う；  

その間私たちは，銀の真にでものっているかのように  

闇のゆるやかな炎の周りを旋回する  

猟犬と獲物の息もつかせぬ  
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無情な遊戯をして，この世が潜んでいる  

闇の上の 熱を発する旋回だ；  

私たちが築き上げたこういう安全な壁の内側で，  

その向うり飢えた石の森の中までは  

私たちは決して凝視したことはないが．  

その森でほ多くの夢が吹き飛ばされているのだ  

木の葉のように，空せ行き交う呈々のように；  

これら安全忙深く根づいている壁が  

がらがらと崩れて陪闇が降ってくると  

すぐに終りになる息もつかせぬ遊戯をしながら。  

灰かに鋭く素早く幽かに  

竪琴とフルートとヴァイオリンが鳴る；  

闇の中にそれぞれ光を放つ  

これら輝く手足，生命を織り込まれている  

動きの各々から発する束の間の火花；  

衝突から生ずるきらめく火花の各々，  

それらは苦痛から放たれて生きるのだ ただ  

この奇妙なまでに甘美にむやみに蹄り続けるために  

そして遂には それは苦痛で冷たくなって  

光を失い，再び闇の中へ沈むのだ。  

素早く幽かに灰かに鋭いのだ  

このヴァイオリン，フルート 竪琴の踊りは；  

戸惑った動きを示す生命の全てほ  

一つの小さな顔は，その顔忙ほもっと明るく燃え立つと  

動きが扇られるのを各々が凝視したのだったが；  

そLて手の小さな火花は各々  

一瞬保たれてから吹き飛んで 闇と  

沈黙になった 顔の火花と共に。  

それなら素早く旋回せよ，これらの壁が  

がらがらと崩れて 暗闇が降りてくるまで；   
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それから素早く踊れ，小さな妖精よ，  

君ほ私たちの自我の中の火花なのだ；  

土の中の微妙な火なのだ  

それはいつか生命が 私たちの各々から  

吹き消してゆくものだろう；そして私たちだけが  

冷たくぼろばろに砕けた石の下を手探りする時  

私たちには幽霊のように幽かに声々が聞こえるだろう  

竪琴とフルートとヴァイオリンの声が。  

〔判読不能の手書きの数行〕  

さ1   

［ⅤIlI］  

雨，雨……野原一面の銀の粒  

空へと生長していった。  

雨，雨……空ろになった頭脳の中に。  

その眠れる人は身を動かし 眠そうに片限を開ける。  

壁から壁へ，最も下の堵へまで  

鐘々ほ黄金の真にのって軽やか忙滑り降りる。  

一時間が，また一時間が  

時間から剥ぎとられ，地上に捨てられる。  

彼ほ横たわり耳を澄ます，鐘々が  

彼の生命を反響させて遠去ける間。その幽霊じみた海ほ  

音な殺した足どりで立ち上って歩いてゆき  

彼が横たわり寝返りを打っている処で暗闇を揺する；  

それからまた鐘々が。  

雨，雨…・＝鐘がもっと低い鐘へと  
ガ  

低くなり 降りていった，降りていった，降りていった。  

忘れないでくれ，忘れないでくれ・・・■・・  

生命は推移でほたい：それは終りなき反復なのだ。  

明日 君は起き上り，君のカーテンを引き，  
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窓辺で，悲し気に下を見おろしながら  

眺めるのだ 星々を，沈扇ゆく闇で昔ざめた  

君の唯一の永遠の糞を，そして溺れるのだ；  

無数のささやかなものが君の前に立ち昇るのを見．  

君の鏡の中にもう一つの敏を見つけ，顔をそむける  

昨日 そこに見て顔をそらしたように。  

忘れないでくれ，忘れないでくれ，  

塵として君は現われ，塵として君はいつか消えるのだ。  

この古い壁の上に手をねじ曲げて  

色々と骨折って投げ上げてみても無益なまま。  

忘れないでくれ，君の人生がますます明白に  

君を 都市が揮いている勉まで険しい山頂を導いていった有様を；  

君の心の砂漠へと君な導いていった有様を，影だと  

君忙分ったものを，夢を，そこに探し求めようとしたのだ；  

忘れないでくれ．この道からは戻りようがないことを  

如何なる難題が君の空の星となってくれても；  

忘れないでくれ，人生ほ君を捨てほしても決して変化ほしないのだ；  

人々が一たび泣き叫んだ処では 人々は常に泣き叫ぶだろう。  

かつて灰色に塩気だった海岸に  

彼は立ったことがあった。風の鋭い両手が  

彼に素早く触れて 彼の衣類をぴんと引っばり  

立ち止ってじっと彼の限をのぞき込み  

それから背後に走り込んで再び彼の衣服を引っばった。  

塵で君は現われた，塵として君ほいつか消える＝‥＝  

彼の頭上で大きな海がその壁を揺すり  

その砕けた破片が小さな渡の上の  

彼の足元へ旋回し，再び砕けてそこでがたがた鳴った。   

奇妙なことだ，と彼ほ思った，事を当てて風の顔を押すのほ，と；  

このように私が一人で立っていてさえ   



William Faulknerの詩（3）   

常に何か身近かなものが，何か殆ど思い出せないものが存在して  

何処からかは私にほ分らないがやってきてほ，私が歩こうとする処の  

こ町孤独な静けさを剥いで変化させる有様といったら。  

ここにさえ「君」と「私」について語るばんやりした烏どもは  

泣き叫びながら風下にやってくる。それは奇妙だ，と彼は思った。  
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奇妙だ，と彼ほ患い，塩のように白い空の下に立っていた，  

滑らかなずっしりLた小石を撫でながら，彼は投げ上げてほ受けとめていた；  

どうしてこの人生では 何も成し遂げられないのか，  

どうして我々が大切に思ってきた骨折りを時ほ粉々にし 変えるのか：  

我々は自分の家を一固り一国り骨折りながら建てるのだ  

子供たちが取り壊してはまた建て直すために。  

彼は自分の岩が海でシューと音を立てるのを見詰めてそれを奇妙だと思った。  

彼の足元では さぎ波がシュー と昔を立てて展がり消えていった…・・・  

塵で君ほ現われた，塵として君はいつの日か消える  

如何ほど君の魂が，壁から壁と  

泣き叫びぷんぷん回りしがみついても・・・・  

海ほ彼の足元の小石の間でくすぷっていた，  

海ぎわは白く巻き毛をなしていた，耗が燃える時のように，  

そLてゆるやかに脈打ちながら移動する砂を泡立てていた。  

さぎ波が彼の脇腹にシューと打ち当り  

円柱状の月光は降り注いで披から渡へと砕け  

再び措で粉々になって沈んだ。  

彼ほ遂に構になり，濡れた身体が輝くのを見た  

海の音が素早く触れてゆく時忙；  

彼は身体の下を波が流れてほ別れてゆき、  

それから髪のように身体の周りを流れてゆくのを感じていた。  

奇妙だ，と彼は思った，造かに光が瞬くのを見詰めているのは，と，  

何故 我々の人生は全て無益な挫かれた夢なのか；  

あの，脆い巽を闇に羽揮いている光のように   
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この暗い砂の上を流れるこれら波のように。  

奇妙なことだ．私がここに横たわって考え込んでいるなんて；  

何故ならいつの日か我々は皆，光，波，そして全ては  

暗闇の海が我々にそっと触れるのを感じ取り，  

一人一人陪闇の中で我々は消え去るのだから。  

そLて彼ほ構わたって見詰めていた 己れの緩慢な手を  

砂の上に忘れ去られた海草のようなのを  

そして考えたのだ：我々ほやみくもに絶望Lては壁に手を打ちつけ，  

我々ほ手の平を澄んだゆったりした空中の星々に上げるが  

さぉ それでもそれらに触れないのだ：それらは我々に見える星ではない  

我々には分らず，我々はただ探し求めて凝視するだけなのだ，  

海に映える落ち着きなき光，光を，と。  

闇が砂の上をゆっくりと近づいてきた  

そして，彼が眠ると，それは彼の眼を充たした；  

すると海が接近してきて その手を走らせるのだった  

軽やかに彼の手足に背に大隈にと。  

［ⅩⅠ］恋  歌  

でほ私は 深遠な意味の廊下を歩いて行こうか  

注意深く直立して（私ほ見かけより背が高い）  

ある扉まで…■・そして敢えて  

それを開こうか？私ほ私の精神の髪を撫でおろす  

たびたび変更した言い回しを再び修正して，  

それが最初どういう語句だったかを忘れてしまった程だ；  

それで私のネクタイを整える：私は本を一冊持ってきていたのだ  

それから坐る：私たちは最悪の事態は通り過ぎた。  

それから私は注意深く何杯ものお茶の間に坐ることになろう，   



William Fa111knerの詩（3）   

宅如こ汗をかいた時のように幽かな発汗を意識して，  

（香りの高い巻き煙草の匂いほいつも私を困惑させる）；  

私は坐るだろう，非常にほっきりくつろいで  

硬ばって背を直立させ，膝に到るまで礼儀正しく  

いカ・ちおもちキ 何本もの話の織り糸に繋がれた厳しい玩具の風船の間に。  

そして私は敢えてしようか  

（私はもう一度整を手で撫でおろした）  

だが私の心の窓はばたんと閉じて，私は部屋にいる  

一杯忙溢れた会話の，宝石で飾った手の，部屋に；  

…… ここで人はゆっくりと花硬をはぐ。  

ここほ余りにも憂とおしい，私は立ち上って歩く，  

しっかりと沈着であることを手で示しながら。  

さて，私ほ敢えてしようか，  

彼女の入り組んだ髪に軽やかな輝きを誰が見ようか？  

私は企らんだ姿勢をとろうか．それとも立って…‥・  

おお，・・・…氏？ あたた大層親切で…・・■  

再び慶が私の心の内側でぴしゃりと閉じる。  

全然全く＝＝＝  

カップを元へ戻せ，  

戻ってナプキンをつまみ上げよ。  

私の舌ほ，最後の幽かな沈着が隠れている砦なのだが，  

私を見捨てる：私は退き，後退する，  

私の足元に集まる視線を意識して，  

砂を踏みつけているみたいに感ずる。  

それでも私はほんのしばらく頭を上げられよう。  

世界ほ虚飾の微笑の背礁で回転する。  

そして今や，夕べが香Lく西に横たわり  

85   
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生命の最後の幽かな鼓動が空の下に薄れてゆく問  

私たちは二人だけで行こう，私の魂と私とは，  

このくすんだ通りを 空ろな拍子に合わせて；  

今や静まり消えてしまった  

足のリズムに合わせて。私は一人で歩いてゆこう，  

敢えて行こうとLない招かれざる人として  

饗宴が友にも敵にも用意されている処へ，  

その勇気が最後の分け隔てのない門を妨げとし，  

石の弓形門の門口の物乞いたちの仲間には敢えてならないで。  

変化につぐ変化：世界は幾つもの世界へと回転してゆく，  

微細な渦巻へ  

不注意な母指－こついた極徽の土へと。  

今や私は一人で行くことになろう，  

私ほ石の通りを反響させるだろう，夕べがやってきて  

跨みつけてゆく間に，空間と持ち場を，空間と持ち場を。  

私が，菓も花も共々 大層入念に世話をした  

あの，私の心の中に最後に残された美の種子が  

闇の中忙落下する。  

だが十分だ。あらゆる美とは何か。何だろう，私が  

両手を手の平を上に向けて空に掲げたり  

私が何か謎めいた前途の見込みに あるいほ 淡い輝きに  

突然の異に，ある言葉に，ある叫びに  

弱々Lく震えてロをつぐんでLまうとほ；…・＝  

夕べは死んでゆく，そして今や夜がやってきて  

静かな通りを僧侶のように，灰色に黙々と歩き続け，  

それからそっと灰色の着衣をまとって再び横になるので  

私もまた立ち上って歩き，夢の中忙死んでゆく，  

というのも夢は死であり，死は深く探りを入れられた夢に他ならないのだから。  

それで私はこれらの通りを歩いてゆくのだろうか，過ぎゆく時が  

私の顔忙，私の薄れゆく襲に，やさしく時を刻みつける聞忙。   



Wil】jamITau】herの詩（3）  

私は，色視せた草稿忙限を細めて  

床のない廊下にいる僧侶になっていた筈だ。  

世界は回転する。ハイヒールと香水の匂う片掛け，  

彩色した仮面，そして口と口との接吻：  

私たちを笑わせようとする  
バソメ■一斗  

老零した老いぼれ役の身振り。  

私ほ時を測ってきた，私ほ時を測った  

親指と小指を張った長さで  

掘り出L物を求める人のように：十分健全だと  

私は思うが，しかし些か疲れている；  

それでも私を寒さから保護するだけのものはまだある，  

ゆゆLき優柔不断，変化  

と 孤独が。一つ一つの襲が  

反復しないのだろうか……私が時を測り，私が時を測っている間に・・▲・‥  

彼の言葉を，思考を，昔を立てない空ろな身振りを，  

時がかつてほあれ程にも華やかに飾り立てたものな。  

泉……影立った壁々，そLて闇の中での接吻。  

私も，また；一度は若かった，私もまた；感じたことがあるのだ  

生命が全て，ささやかな一語を聞いても，私の内部で溶けてゆくのを；  

そして奇妙にうっとりとなってゆく翼が 私の上に  

美しい静寂を掻き立てるのを見ることは出来なかった。  

私は年老いる，私ほ年老いる。  

私ほ私の庭の中を歩いてゆけただろうか 夜が  

やさしく訪れてくる間に，  

そして見ることが出来たろうか 庭の乙女たちが白く  

はんのりと，花壇の向うを踊ってゆくのを。  

私は風邪を引くだろう：私ほ敢えてやって皐ようとほしないし，  

空に再び生れた星々が 永遠忙若々しいのを  

畠7   
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見つめることもLない。  

私ほ年老いる，私ほ年老いる。  

灯明りの杜厳な黄金の中に身を浸して  

私ほ坐って，落ち着かぬ影が赤くなり褐色になるのを見詰めている，  

それらはそこに漂っているので遂に私が掻き回し，それでそれらほ沈む。  

私ほ時を測定する，私は時を測定する。  

私にほ見える 己が魂が，掻き乱されて，脱党め 突然の夢を  

登ってゆき，また落下Lて  

めそめそしながら 闇の中で私の近くに押L寄せてくるのを。  

それで私ほ敢えてやってみようか，着実に一時間一時間の  

そLて一日の壁を築いて，一年を持ち上げ  

それがずLりと適所に収まるように，時が  

私の顔忙，私町薄れゆく髪に，私の心に，時を刻む間，  

そこには幽かに最後の長く記憶されていた美が隠されているのだが。  

私ほ床のない廊下にいる僧侶になっていた筈だった  

彼の手ほ，果てLないページぺ－ジな躁ることですり減っているのだが  

持ち上がり，自分の顔を撫でて下に落ち，  

一粒一粒積み量った時の填を動かし，  

それからその本をまさく－り それをまためくるのだ；  

彼はページをめくり，また向き直る  

闇が柔らかな指を彼の限にのせて  

彼の額から灯火を撫で払って彼を目覚めさせる間，そして彼は死ぬ。  

［Ⅹ］踊 り 手  

私ほ若者，大層素早く，非常に色白で細身で，  

君に付きまとい，君を誘惑し，君に飛び越せと言いつける   



Wi11iam Faulknerの詩（3）   

磨かれた斑岩のこの床を，  

君の両腕を上げさせ，私の膝を抱き締めさせようとして。  
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君は若者だって？ だが君には宥められないのだ  

この炎を，君の髪からの音楽のように  

まるで私が空気そのものであるかのように私の中を流れて  

私を殊に剥ぎ，私の生命を突然啓き示す炎を。  

そうなのだ，私ほ君を傷つけるだろう，私の小さな瞳のように   

‥・・それを君は両手でカップを包むように包み，そしてなお・・・…  

君の生命を君の意志に反して当惑きせてしまったのか？  

水銀のような，黄金のような，落ち着きのない小さな炎で。  

君ほ私の生命をすみやかに当惑させてしまった，というのも私ほ  

君だと思った幻をつかまえて分るからだ，  

君が音楽のように飛んでいってしまい，私の心ほ  

水のように鏡に映った君の顔がある処へと鞍寄せながら戻るのだと。   

しぶ曹 私ほ若者だ。星々の白い飛沫が  
私に栄冠をさずけて 粉々に落下した，私のささやかな苦楽が奏でられる間   

軒こ；  

そして署の心は 私の清らかな唇が触れる唇のように  

別離し，静寂がその手をそれらの上にのせる。  

［ⅩⅠ］  

ゆったりとくつろぎながら，彼は灯明りが天井を向うへ  

ずっと遠くの壁へ動いてゆくのを見詰めている  

積み重なった波状となって，その両方の上を流れて  

うんざりさせられる闇を 巨大な頭脳の中を  

消えてゆく音楽のように落下Lてゆく黄金の州となっているのを。  

ゆったりとくつろぎながら，彼は彼女がそこに坐っているのを見ている，   
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灯明りは手のように，自分の髪に置かれており  

灯明りほ手のように，輝く弱音効果の黄金の  

音楽を奏でる鍵盤の上に置かれている。  

黄金の中に浸りながら彼女は坐っている，膝の上に  

両手は物憂そうに手の平を上にしてくつろいで置かれており  

炎がどっと上昇するたびに黄金で充たされ，  

炎が沈んで消える時に黄金を振り撒く；  

また 彼女は 壁の上の己が影が自由に形の変わるのを見詰めている  

その影は昇り降りする灯明りと調子を合わせ  

灯明りが鍵盤で奏でる音楽に応じている，  

鍵盤から彼女の両手はさまよって  

落ちてしまっていたが。  

部屋にあるライラックのしろめの鉢ほ  

彼にほ重くのしかかってその暗がりを変えて  

彼が両手にどっLりと感じられる  

手にさわれる実体にL，灯明りが着々と  

天井で回わす車輪の速度をゆるめる。  

灯明りは着実にぷ－んと唸り，着実に回っていて  

遂に彼の頭ほ伸ばされぴんと張られ，突然はじけてしまう。  

何か他のものを奏でてくれたまえ。  

そしてゆったりと彼の頭が  

旋回して脆い星々のように無限の断片になり  

共に再び渦巻き，再び旋回するのを見る。  

何か他のものを奏でてくれたまえ。  

そして彼は己れの調子を軽く自然に  

保とうとする，影が投げかけられるのを見詰めながら，  

臆病な影が 彼女の喉元で  

闇の中から彼女の周りに手のように繋がるのを見詰めながら。  

彼の限はせかされた指のようにまさぐって  

彼女の衣装を留めている狭いベルトの周りを飛び交い   



1町Ⅲiam FaulkJlerの詩刷  

軽やかに背中と腿の線を辿る。  

彼は己が頭が火花を尭Lながら分解するのを見る。  
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何か他のものを奏でてくれたまえ，と彼は言う。  

そして閤の上を  

彼の頭は月のように限の背葎を漂う；  

脹れながら，途方もなく後退しながら。彼は限を閉じる  

人が二つの大きな叫びを偲すように抑えて  

乱された闇の上に一つの幻を見る時に。  

あたかも彼が 彼女が階段を昇るりを見詰めて  

膝をしなやかに使う彼女と共忙立ち上り，  

彼女のスカートが一線一線渦巻くりを見，  

変りゆく影がさぎ波立って収縮する筋力の簸で  

起ち上るのを見たかのようだった；微妙な腿，  

背と瞑と襲付裳裾との律動。  

はちき九んばかりの月よ，車輪が彼の東の中で空回りLている。  

あれほ何だったのだろう。不快な雨のあの急襲？  

彼は己れの人生を歩んで終りに到達して，  

それを回転させるのだ 人が壁を回転させるように。  

彼女ほ演奏する，そして優しく演凛しながら部鼻が  

崩壊するのを見ている，それに夢のように灰色の壁が次第に消え失せ  

沈んでゆくのを，その間優しく奏でられる音楽は  

ライラックの香る薄暗がりの中をそっと流れてゆく。  

彼女は花なのだ 流れてゆく川面に  

軽やかに投げられて淡々と  

研が身を乗り出している静まった両岸の間を進んでゆく，  

月が桜ん坊の衝立てを見すかLているのを見詰めながら。  

丘陵は暗く涼しくなり 澄んで遠く離れて  

そり影の中で春は止って憩っている。  

彼女はここに永遠にただ留っていられようか ゆるやかに雨が丘陵に斜めに降   

りかかっている処に，   
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胸に星の光を雨のように柔らかく注がせて；  

彼女はこの川の上で永遠に夢みてだけいられようか  

春という春を通過してある春忙戻って，  

その春は圧倒的にゆっくりした視線の中で，昼夜の真の中で  

残酷に花開いたのだ。  

彼女ほ永遠にただ漂っていられるだけだろうか，こちらの  

大層くっきり影になった 雨のヴェールで妨げられた道を  

空色の展がりの方へ そこでほひょっとして星々が華著な行列聖歌となって  

再び彼女の心から静寂を詠唱Lているのかも知れない。  

これな彼女は見たのだ，あらゆる空ろな身振りの彼方に，  

彼女にとっては生き残ったままの粉々になった春の  

謎めいた残軟の彼方に，その春は彼女が優しく演奏しながら  

再び一つの全体へと築き上げようとしたものだった。  

これを彼女は見て，聞いて，奏でたのだ；  

その間彼女がさまよっているこれら幽霊のような春の彼方に  

彼女ほ再び見たのだ，苦痛の暗い限をした一つの顔を  

それは今やひもじさをぬく・い去られた時と空間とで静かになっていた。  

ゆったりとくつろぎながら 彼ほ灯明りが闇に  

どよめく果てしなき波を打ちつけているのを感じている，  

宮とばかりに轟く素早い寄せ波ほ素早く退いてゆく。  

彼釘頭ほ彼から，バッバッと音立てて火花を引き出しながら垂れ下り  

彼の限はせわしない指のようにまさぐり飛んでゆく  

彼女の喉の近くの臆病な影の間を，  

それは彼女の衣服を締めている幅の狭いベルトの周りにも，  

そして彼の限は 背と腿の線を軽やかに辿る。  

彼ほ己が頭が 火花また火花を発して崩壊するのを見る  

それで彼女は二つの叫び声を聞いたかのように，向きを変える。  

役は立ったまま見詰める 彼女が階段を一歩一歩  

敏妙なしなやかさを見せて登ってゆくのを，   
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いつも彼を驚嘆させたこの神経の強さを；  

喉元を上げ，衣服には薄くきびきびと渦を巻かせて，  

彼の限の前を裸の戯力がさざ波立つようだ。  

はち切れんばかりの月：車輪が彼の頚の中で空回りしている，  

健康な切り立つ壁に乱み音を立てながら，  

そして再び火花にも共に渦を巻かせて旋回する。  

振り向いて彼女は立ち止り，そこで身震いして，  

彼を憎むのだ 彼が着々と階段を登ってくる時に。  
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［ⅩIl］オルフェウス  

ここに彼ほ立っている，永遠の夕べが降りてくる間  

するとそれは灰色の壁と壁との間の夢のように  

幽かに降りてくる，幽かに降りてくる  

収縮して上部の欠けた石の二つの壁の間を，  

深まってゆく静寂をのせた二つの壁の間を。  

ここに彼は立っている，床に木の葉のちらかっている中を；  

厳かな銀色に泉がちらはっている中を，  

扉の前の滑らかな線の芽の間で  

彼ほ立って歌っている。  

薄明りほ常に落ち続ける水で切断され，  

決して枯れることのない出芽した花々でどっしりと占められる  

声ほ絶えず呼びかけ，絶えず呼びかけている  

甘美に控え目に。  

私は彼女だ，無数の粛々の中仁ト→つとして  

あなたに，あなたが優しく奏でる音楽に 従い；  

あなたと共に手に手をとって さまぎまな場所を歩き回り  

森の中を恐れ気もなくあなたについていったのだ。  

私ほ彼女だ，雨の中を織り込まれ，  

あの，あなたが私に奏でてくれた音楽に懐いていった；  

冷えた手をあなたの上に置き 無数のロで歌った彼女だ・・■・・・  
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醍はその声を聞く．錠ほその声を再び聞く……  

私は彼女だ！私は彼女だ！  

春が寒い通りの壁面を動揺させ  

凍てたあちこちに苦痛の銀の種子を撒く；  

ただ微笑している静かな顔々のように牧き場の向うへ  

敲立つ流れや，彼女の足を知っている草などを越えて。  

これらの夢は鎮められぬまま彼の頭脳から軽やかに起り  

大理石模様の音を立てる壁のそばを幽かに歩いてゆき  

やがて再び構になるのだ。  

私は彼だ，所々に取り国まれて  

こわ 眼で硬ばった幽霊のような闇を 凝視していた。  
私は顔々で澱んでいる閣の中で手を上げる  

私は叫び立てている薄いヴ丁イオリンの糸を切る  

私たちが一緒に歩いて夢みていた処へそっと出かけてゆきながら．  

私は彼だ，実に気が滅入って，晴がりを  

流れてゆき，その暗がりを横切った。  

影の落ちつかぬ手足が私のそばで上下してほ揮いた。  

私は頭脳だ，地上忙横たわって  

暗がりの上に影の断片となって花開いたのだ。  

これらの夢ほ鎮められぬまま忙軽やかに苦痛のうちに生じて  

大理石模様の音の壁のそばを幽かに歩いてゆき  

それから再び坊になるのだ。  

そして私は 影の手で持ち上げられて，  

そっと進んでゆく，私たちが一緒に歩き夢みていた勉へ  

私たちの合体した肉体の上で静かに奏でられていた音楽に合わせて。  

影の手足ほ幽霊じみたサラパンドの中で回っており  

彼らの手は私に触れるのだ，彼女の手が触れてさまよう時に。   
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私は彼だ，私は彼だ  

雨を受けようと彼は手の平を持ち上げたのだ；  

その夢は，大層幽かに歩き．幽かにくつろぎながら，  

今や身を起してまた歩き出す。  

そして私は，思い出多い春を歩きながら  

彼女の影立った限と反らした囁とが  

笑いで甘美に湧き立って罷れるのを見たのだ；  

私ほ この黄金を捉えた手なのだ；  

私ほ 彼女が歌うのを聞いた彼，  

彼女が穏やかに彫られてゆくのを見た彼であり 私は進んでゆく  
たび  

これらの夢が一度は鎮められたのに今や苦痛のうちに軽やかに立ち昇ってゆき  

向きを変え 生長し それから再び揖になる勉へと。  

私は彼だ，私は彼だ  

闇を向うへ闇を向うへと  

苦痛の糸で細い網を織ってゆき  

雨の幽霊を罠にかけたのだ。  

私は彼だ，眠らずに眼をこらL続けて，  

影が続々と音立てる大理石の壁を横切ってゆくのを見ていた：  

私が沈みはしても滞れることの出来ない海を。  

私ほ彼だ，私は彼だ  

手の平を上げて雨を受けようとした；  

彼の夢は 大層幽か忙歩いてゆき，幽かにくつろいでいたが  

今や起き上って再び歩き出す。  

ここに彼ほ立っている，永遠の夕べが降りてくる間  

それは夢のようであり灰色の壁々の間を  

幽かに降りてくる，幽かに降りてくる  

縮んで上部の欠けた石の二つの壁の間を，  

深まる静寂をのせた二つの壁の間を。   
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ここに蕊は立っている，床に木の葉のちらかる中を，  

厳かな銀色に泉がちらばる中を；  

庚の前の滑らかな緑の芽の聞に  

彼は立って歌っている。  

［ⅩIlI］哲  学  

翳った道を硬ばらせる日光の  

まんじりともしない炎をせき止める茂みを  

揺するような縮んだ胸の妖精ほいないし  

つきまとう静寂がいつか眼覚めることほないし  

動くこともない。  

如何なる歩みも煙った鼓の中で震えはしない  

そこでほ明るい薬が琵の影へちかちか光って  

空っぽの空地を覆う綴錦となっており  

震えて鼓動しているツグミを鋳めようとし  

脅えさせるのだ  

その冷たい手を触れて  

速いに彼女は降りてきて夜へと溶け込む  

ヒマラヤ担の聞で，光の上に跳ねかかって。  

光は各々の墓の辺に在る折り畳まれた闇に  

ぎっしり詰っているのだ，  

その墓標は暗がりの中で幽かに輝いている  

その中を縫って鳩たちがそわそわと訪れている，  

壁と壁との間を泳いで 人々がいる部屋の  

静けさを灰陪くLて身廊にしてしまう  

思い出のように  

そこでほ光も ガラスの薄い冷たい板を壊Lて   
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媒のように床に落ちるようなことはない；  

一方影ほ扉の中でひしめき  

枯れ葉の中でささやく，地上をずっと  

通り過ぎてゆく時。  

ここで日没は，その旋回する黄金を採るが  

そこには喜びと悲Lみとの相克の中で  

胸は鎮まらないし，如何なる生命も  

薄く冷たく昔がしなくなってゆく丘陵や峡谷を  

燃え上がらせたりはしない。  
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［ⅩⅠⅤ］四  

どこかでは細っそりした声なき徴周が起って  

ポプラの手をはずし  

下の水滴りの蔚に静かにさぎ波を立てている  

そこにほハシバミの木立がそれぞれに立っていて  

それぞれ独自にすっきり分けた髪で葎われている；  

そして半ば眠ったように半ば日醒めたように映されて  

細っそりした白い手をその水溜りの胸に  

投げかけて，そこで夢みている，夜明けに  

立ち止っている乾き切ったハソノキの渇を癒さんと。  

ここに隠れたスミレが初めて姿を現わす。  

どこかではムクドリモドキが ゆっくりと旋回しながら  

薮の上の空に果てしなく次第に狭まりゆく円周を  

措きながら，おずおずと踊く，  

流れの岸に，息を呑み，見詰めながら  

深い水溜りの中で震えながら  

己れ自身の姿になってゆく。ここrこ若い木々の葉が恥しそうに現われて  

ただ交差して恐怖に震えている  

銀色の神のようなハシバミの両腕Fこしがみつく  
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一方ハシバミの木々の周りの光は 己が身の上忙  

呪文を織り上げて その落ちつかぬ眠りを静めようとする。  

径の中には やさしい諒に覆われたカンパの木々で  

白いものもある。日没が  

とあるひっそりした森の上に綴鏑を織り上げる，  

穏やかに静かに，そLて木々の葉は  

半ば衣服を着た木々に厳かな黄金を着せるのだ。  

どこかでは少女が一人 細っそりと白々と進んでゆく，  

日没が彼女の限の水溜りの中を泳いで  

彼女の牧羊犬を出迎えにゆこうとしている間を，やがて夜が  

澄んだ暗い翼を広げて降りてきて あやし冷やし  

霞ませるのだ，この世を，襲の襲に至るまで思案をめぐらせながら。  

どこかでは星々が静かな列を重ねて  

回転してゆく空で跳ねて開花する，  

その間 夜鳴き鳥の歌ほ鳴り響き  

上方へ舞い上がり，細い月に突き当って  

銀色に粉々になる。幽かに照らされた道でほ  

溜め息をつく風が 霜の中でしっかり掴んで揺するのだ  

真直ぐ立つ弾力に富んだポプラの木を，  

それで遂にその伸ばLた手は 掴んでいた手を開いて離す，  

するとそれから夙と空とは身をかがめて接吻する  

その純朴な冷たい白っぽい息を呑んだ顔に。  

［了］   

ⅠⅠ）『換り人形一家』r九e∬αrね柁effg8  

一幕劇  

登場人物  

ビニ仁lコ  
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マリエッタ   

ピエロの影   

灰色の人物   

ライラック色の人物   

秋の霊  
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空は薄っすらと透き通った青さで，非常に明るい育が自へと溶け込んでお〔1  

り，星はいつもの順に輝いており，満月である。後ろの真申には大理石の列柱  

が，規則正Lく並ぷ黒い一群れの木々を背に，遠く小さく見えている；その両  

側には一本のポプラの木の細っそりした優雅な影絵がある。両巽は薔薇で覆わ  

れた壁で閉ぎされていて，左側の壁にほ月を背に，孔雀の影絵がじっとして用  

いる。真申の前方には泉水と噴水がある。  

ピエロが華曹なテーブルのそばの脆い黒い椅子の右前に腰掛けている。彼の  

左腕ほテーブルの上に曲げて投げ出されており，彼の右の，腕ほ，身体に添っ  

て垂れ下っていて，頭はその曲げておかれた腕の上に，顔を正面に向けて乗せ  

られている。彼ほ酒匿酔って眠っているようで，テーブルの上には酒瓶とひっ  

くり返ったワイングラスが乗っており，足元にはマンドリソと婦人用のスリッ  

パがある。掛まこの芝居の間中，その位置を変えない。彼は白黒の衣装を身（3  

につけている。椅子には後ろへバッと，黒と黄金色の中国製綿織のスカーフが  

掛かっている。  

人物が二人灰色のとライラック色のが，巽廊から正面へと姿を現わす，些  

かぎこちない律動で。  

第一の人物一何て静かなんだろう！空気が動かない。空気は薄暗い柱（4  

廊の中の蝋燭の炎のようだ。  

第二の人物一空は青い蝋燭の炎のようだ。空は薄ものの青い網のカーテ  

ンで，凪がそれを白い手のようにやさしく動かしている。  

第一の人物 ］ いや．空は動いてはいない。凪が蒼白い手のように動かし  

ているのは，君の顔の前の髪の毛だ。空そのものが静かなのだ；ほら，星々（5  

が蒔ものの青い縞に貼り付けられた銀のリンゴのように見えるよ。   
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第二の人物一星は 人間の身俸の熱で茶色になる前のクチナシの花のよ  

うだ，空ほ生きている胸の上で動いている薄ものの青い網のようだ。何故空ほ，  

息づきにつれて絹のように動くのだろう。それはまるで二つの蝋燭の間に抗い  

ている婦人の覆われた胸のようだし，月ほその胸から吊されたローマの貨幣  

だ。  （6  

第一の人物一月は 静かな海の床の上で思い出されることもない胸のよ  

うだ，月ほ濁れてしまった軽蔑された婦人の膨れた顔のようだ。何て静かなん  

だろう。  

第二の人物一静かでなんかない。二本のポプラも静まっていないし；ほ  

ら，まるで二本のヴァイオリンの弓のように一緒になって括れているよ，柱廊  

の前で揺れている二人の盲目の乙女のようだし，柱廊の九本の白い柱ほ 青（丁  

い山の前町奉献蝋燭のように立っている九人の詩人だ，大理石の巽廊の天井に  

静かな円を措いて燃えている九本の蛸燭なのだ，翼廊では山人の若者が奴隷に  

囲まれながら横たわって眠っており，巽廊の後の空は星がずっしりした黄金で  

措かれた紫色のビロードのカーテンなのだ，君には空が，星の重みで挽んでい  

るのが見えないかい。  （8  

第一の人物－その一組のポプラは 暗愚の青銅で造られた乙女像のよう  

だ，放らの影は平たい浣に映った二本の蟻燭の像のようだ，何て静かなんだろ  

う！この庭i・こは全く動きがない，吹かれている火花のような螢の他には。  

第二の人物一得ってくれよ，静かでほないよ；誰かがこの庭で動いてい  

る，空気が騒き乱されているから，薄陪がりの静かな池に展がるさぎ波のよう  

に。  〔9  

二人ほマリェツタの登場と共に左の壁の薔薇の背後に引き下る。彼女は全身  

自ずくめの衣装で 正面にしザしずとやってくる。彼女は噴水の所で立ち止り  

月に顔を向け 突然両腕を上げる仕草をしてから両腕をおろし，左手の薔薇の  

茂みの所へと進んでゆき 蓄薇を腹一杯 顔のそばに引き寄せる。彼女ほそれ  

から正面を向き，話している間中ずっと彼女ほ，かすかに緊張Lた しかし（10  

優雅な態度で立っている。  

マリエッタ「私 眠れないね 私の狭いベッドは今晩すずしくないの。  

私のベッドはずっしりしていて熱いのよ，何かLら奇妙な欲望で私を充たすも  

のがあって。どうして私は，はっきりしない名付けようのないものを求める欲   
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望で一杯になるのかしら，歌を歌っている声が私の夢を騒き乱すからといって。  

私には私の窓の下で歌われる声が何なのか分らないし 知ることもできない（11  

ので。いえいえ，私は知りたくないのだわ，知るのがこわいのよ！私ほこわが  

っているのかしら。でも 私の夜鳴き鳥たち，彼らは その歌声をこわがって  

いる。私の庭でかつて歌っていた夜鳴き鳥たちほ飛び去ってしまった；私の  

庭ほ 蝋燭が燃え尽きた時の暗い部屋のようだ。私は暗くたった部屋がこわい  

のだろうか？ ああ，でも それは別だわ；私の部屋は私の身体から眠りを  

引き出してくれた，石の壁が その覆いとなっている薔薇から露を吸収する（12  

ように：私のベッドは 八月の葡萄園での労働で熱せられた小作農婦り乳房  

のようだし 私の部屋の空気は 消えてゆくさぎ波のような木霊で．影となって  

持暗がりのスイカズラの匂いのように幽かだわ。今晩 私ほ 私の部屋でほ眠  

れない。何て静かたんでしょう！流れるような黄金の夜鳴き鳥の声以外にほ  

何の物音もしない。固かな音を立てながら私の顔の上を，月に親らされた浜辺  

の小さな波のように満ち引きする夜鳴き鳥の流れるような呼び鋳けだけ。何日3  

て静かなんでしェう！それに涼しいけれど，私の顔と身体は涼しくないわ；  

私の両手は 昼間のタイザソポグの花弁のように熱く，私の身体は真昼がたっ  

ぷり浸み込んだ庭の土のように熱いわ。泉水ほ何て涼し気でし上う！それは  

まるで薔薇の間に仰向けに横たわった裸の少女のようだわ．大層涼しい町だか  

ら 私ほ顔とほてった両手をその中に入れて冷やしましょう。ここにほ誰も〔14  

いないのね，この泉水で思いきって水浴びしようかしら。  

彼女は決心がつきかねるようにその泉水に近づき，それから突如身動きした  

かと思うとガウンをするりと脱いで 水中にそろそろと入ってゆく。彼女は立  

ち止って耳を澄ます。壁の向うから声音がする。   

声－ぼくはピエロだ，そして生れたのだ  

二月のとある朝  

パリの町で，そしてぼくの頭上では  

月が照っていて，ぼくの頭の中に織り込んだのだ  

呪文を，それでぼくは死ぬまでは一   

声が一斉に一それでその時から死ぬまで  

私たちは頭脳が月の狂気に犯されるのだ，  

私たちは頭脳が月の狂気に犯されるのだ。  

（15   
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声一毎軋毎月，月が現われると  

私はカビ臭い私の部鼻を後にする；  

彼女が己が衣服を投げ棄てると  

夜の明けるまで 裸の夢に∴一一   

声が一斉に一彼女が夢を見て夜を遠去けている問  

私たちは夜の明けるまで 愛をたわむれる，  

私たちは夜の明けるまで 愛をたわむれる。   

声一彼女は穏やかに私を見降す；  

私は落ちつかず あちらこちらへと  

歌を歌い施回し跳ね踊り  

あらゆる負債と骨折りとを大威張りで遠速ける一   

声が一斉に一私たちほ歌を歌い旋回し跳ね踊る  

マンドリンの高音の不協和に合わせて。   

声一番薇の花々は私に領き溜め息をつき．  

月は空に裸で坐っている，  

寒さは去った，五月なのだ，  

私は探している 誰か違び忙来てくれる人を  

く16  

〔lT   

声が一斉に－弘たちは探している 誰か遊びに宋てくれる人を   

明日ほまた別の目，   

明日はまた別の日だ。  

声一私の養母は 上で夢をみている，   

今晩は歌って愛するためのものだった；   

あなたの高く閉ぎされた庭ほ私を誘った，   

ここにほ音楽が鳴っていて私たちの歓楽をもり上げる¶   

声が一斉忙ンーーーあなたの高く閉ぎされた庭は私たちを誘った，  （18   

おお，美しく優しい乙女よ．釆て私たちと踊って下さい←→   

おお，美しく優しい乙女よ，釆て私たちと踊って下さい！  

歌声が止み，ピエロの頭が左手の壁の上に現われる，それから彼は飛び上っ  

て 壁の上に胡坐をかき，マンドリソをかき鳴らして歌う。  

ピエローあなたの小さな尼が私の心を横切った  

恋人よ！   
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あなたの小さな白い見よ，  

それで今私は 跳ねている庭なのだ  

あなたの歩みの下で。  

でもどうしてあなたほそんなに震えるのか，  

恋人よ！  

それにあなたの小さな手ほ 冷たい，  

私の庭の中の スモモの花弁の  

ように落ちてしまったあなたの手ほ。  

君ほ震えている泉水だ．  

恋人よ！  

固唾を呑んでわなないている泉水，  

それで私は 君だけが消すことのできる炎だ。  

そうなれば私たちだけがその静寂の中にいることになろう，  

恋人よ！  

泉水と炎としてだ，  

私が死ぬまでほ．さもなければ君ほ炎になってしまったのだ。   

ぱそ 君が白いか細い炎になるまで，  
恋人よ！  

小さな細い炎ほ，  

私のもっと熱い炎を引き寄せている  

私の庭で狐火のように。  

103  

（20  

（21   

しかし今 君は 泉水のように白くて細い，  

恋人よ！   

そして身震いさせる程寒い，   

君の乳房の先端と先端との聞に私を溺れさせておくれ，  

愛する人よ！  

マリエッグは恐れている。ピエロが壁から彼女の方へ身を乗り出すと 彼〔g2  

女は両手をぎゅっと胸に交差させて，催眠術にかかった人のように紋を見詰め   
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マリエッターいいえ，いいえ，いけませんわ，私ほ踊れません！  

私にほどうしていいか分りません，三人の叔母が  

話してくれたからですわ，私の母がこの道を通って  

夜明けにべッドを滑り抜けて行ったと，  

不思議な声が歌いかけてきたからといって，  

こんな風に青いビロFr－ドのように月の照る  

夜 彼女町窓の下で。  

〔彼女ほ私の年齢には殆ど達していなかったのだけど〕  

それから彼女は戻ってきたのだった 私の優しい母は，  

そしてのろのろと悲し気だった 彼女の白い足は；  

しかし更にもっとゆっくりになり，遂に彼女の墓から  

甘やかな素晴しい花が現れ出るに至った  

－その花は私だった，と そう私の叔母たちほ言う  

それで私は沃Lて帯れるようになってはならないのだ。  

おお，私にそうしたいなどと思わせないで下さい！   

ピエロ叩いらっしゃい，優Lい乙女よ，私と踊りに。  

ところで私はあなたの三人の白髪の叔母きんたちを知っていますよ！  

炎が消えるまで蝋燭の  

周りを動き回っていた三匹のくすんだ灰色の蛾を，  

ああ，あなたほその炎を消させるのでし工うか？   

ゆっくり，一歩一歩，うっとりしているみたいに，マリエッタは壁に近づい  

てくる。両手は胸にしっかり当てられ，限はピエロにじっと注がれて，彼女は  

まるで夢遊病者のようだ ピエロが歌い続けてその歌を彼女の周りに網のよう  

に織り上げている間。   

ピエロー1ぉいで，恋人よ！これらの番薇は眠らせておきなさい，  

ケシの花の聞からは かわいい妖精がのぞき見しており，  

甘やかな芝生の上では何千という小妖精が踊っている。  

さあ，この話を語らせておくれ  

私のリュートの勤惇を打つ黄金によって，   
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それほうっとりさせられてしまう夜の花弁のように雪を降らせるのだから  

さあ，恋人よ！夜になり始めているのだから，   

夜鳴き鳥が呼び交わしている森の中は：   

－さあ，放ら恋人たちよ，悔いることなくやってきなさい  （26   

さあ，造かなる世界り全てが   

私たちの歓楽のための舞台になっているのだ，   

おいで，我が心の心よ 忘却の庭へ。  

マリエッタはもう壁に着いている。ピエロは突如，手を降ろして彼女を抱え  

上げる。二人は一瞬，壁の上に身を起して立つ，月を背lこ一つの黒い影絵が浮  

かび，それから去ってしまった。ピエロの声が聞こえるが，だんだん幽かにな  

ってゆく。   

〔27  ピエロu空にいる私の養母よ  

私の明るい手足がひらめいているのを見て下さい！  

私は整を揺すり，足を魔み鳴らす．  

するとこの乙女は 壮重で甘美で，  

この細っそりした乙女は，ぞくぞくする程白く：  

月光で括九る薔薇の芽よ！  

汝の指を彼女の髪の中にさっと突っ込み，  

掻き回して月の狂気をそこに織り込むがよい，  

汝の夢を彼女の頭¢中で播き回して  

その夢を彼女の白いベッドの中で踊らせよ  

彼女の夢が全て熱っぽくほてるまで，  

平安を追い出LてLまえ 彼女が頭の中の  

狂気しか分らなくなるまでに，  

私が導く勉へついてゆきたいと思ってくれ  

薮という薮の中の夜鳴き鳥が  

私の耳へと歌を歌っている間，そして私が望む時に  

銀のシークィソ飾りをばらまいて増してくれ  

私のマンドリンの高い不協和音を。   

（23   
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声々ほゆっくり消えてゆき，月は雲の背後に姿を消し，闇の中に舞台を残す。  

灰色とライラック色の人物とが幽かに薔薇の間に見える。一瞬 木々に鳴る夙  

のような音がして，それは消え去るやいなや，ヴァイオリンの低い調子へと溶  

け込む。  
（29  

第一の人物一急に寒いわ。どの位寒くなったか君は感じるかい。風ほひ  

どく冷たく，枝々を吹き抜けるみたいに竪琴の糸を引き，盲人が宝を探す時の  

ように唸り，風は死者が友人を探す時みたいだ－ああ！あれほ何だったのか。  

一枚の木の葉：枯れ葉だ。そこにほ，別の一枚が。木々ほ枯れてゆく，秋な  

のだ；秋の塞がこの庭のどこかにいるな，君にほ彼のヴァイオリンが聞こ〔aO  

えないかい。落ち葉が私の顔と手に降りかかって大層重い。  

第二の人物一全く，木の葉は枯れてゆく。あらゆるものが死んでゆかね  

ばならぬ，そして死んだものは全て非常に重いのだよ。  

月が再び現われる。秋の霊は右手の壁の上に坐っていて ヴァイオリンを奏  

でていることが明らかになる。彼は深い紫色の衣服を着ており，顔はうなだれ  

てばんやりしている。彼は演奏し続ける，彼が話し続けている間に木の葉が（al  

時々ゆっくり落ちる。  

秋の霊一私ほ深紅の薔薇と彫刻された大理石の庭を見ており，夜鳴き鳥  

の歌ほその辺りに 黄金の布のよう忙織られている。だが 庭の薔薇は声もな  

く動いている，若さが去る時のように夏が過ぎ去ったので。夏は柔らかい随な  

空をすたすた歩いていった，ほてった顔を上げ 頭にはライラックの葉柄を結  

んで。それで庭のニンフほ．裾せてゆく薔薇の遮蔽幕の除から彼を見詰めて（a2  

いる，これもまた若者らしく。彼女ほ胸を手すりにもたせかけており，彼女の  

乳房ほ髪の影の中にいる二羽の小鳥のようだ；＝彼女の長い美しい髪ほ垂れ下  

り，月が 紡がれた鍵のようにその髪で枕られている。彼らほ争ったことはな  

いのだ，きっと争ったことはないと，私ほ思う，なのに 彼女は悲Lそうだ，  

彼女には大きな不幸の予感が張っている；そして彼女はとりとめのない恐怖  

で悩んでいるので，心を彼のあとから送っているのだ，九月の一夜の，異教徒  

風の甘美な悲嘆の彼方へ：  （拍  

決して夜鳴き鳥よ   
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おお，吾が愛Lいものよ，  

二度と再び雲雀を  

汝は聞くまい。  

薄明と朝はなおも  

汝の窓敷居を軽く叩くだろうけれど；  

愛ほずっと呼び掛け呼び掛けしても  

汝は全く聞こうとしない，  

愛しいものよ，愛しいものよ！  

107   

彼女の声は彼に届く，彼女自身の枯れてゆく薔蓼のように幽かに美しく造か  

に，それでも彼ほ彼女の声を聞き，空を背にして立ち止る；恐らく彼もま（a4  

た不安になるのだ。そこで彼は立ち止り，半ば彼女の方を振り向き，束の間は  

自らの魂を思うさま支配する；運命と神々が超然と彼を見詰めているので，  

そのどちらにも彼の宿命ほ言葉もなく仕えるのだ。彼は 彼女が自らの薔薇の  

四阿で待っていてくれる処へ引き返すのだろうか，それともそのまま進んでゆ  

くのだろうか。ああ，彼はそのまま進んでゆく，若々しい限を絶えず前方に向  

けて 無慈悲な未来を見詰めている。恐らくもっと新たな強力な愛が 彼を呼  

び寄せたのだろう，恐らく彼ほ野獣に待ち伏せられて襲われたのだ，暗い森（85  

を突き切ってくる時忙，それとも多分 流れを渡っていて足を滑らL滞れたの  

だ。だが彼女ほ，枯れた薔薇の花梗の間で 彼が空をずっとこちらへ来てくれ  

るのを待っている：甲斐なく待っているのだ。彼が倒れた時には 彼女のとこ  

ろへ飛んで来てくれる薯は全くいないのだ，ただ，接が倒れたと囁いてさぎ渡  

が泉水を伝わってくるだけで，それも境巨＝こ生えている葦の間で蝋燭のように  

消え去ってゆく；その葦は突然の悲しみに襲われて泉水の上に頭を垂れて，  

糞しく眠っている彼を見詰める。彼女ほ裡には全く歌わないし，風は彼女が38  

歌の反復句を旋回させて遠くへ吹き飛ばしてしまった，というのも彼女が悲惨  

を警告Lたのは 本物の警告だったのだ，悲惨ほこちらへ渡ってきたのだ 本  

当に：  

ずっと愛ほ呼び掛け呼び掛けするが  

彼は決して聞く耳もたぬ，  

如何なる顔が彼の上にかがみ込んでも 如何なるロが彼のぼんやりLた耳に歌  

を歌いきかせても。その間 空の半月はずっと 空ろな顔から空ろな顔へと視  

線を凍らしている，流れに半月を映したまま。   
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その声は聞えなくなり，ゆっくりとヴ7イオリンの弓ほ動かなくなり，秋（耶  

の霊ほ静かに壁の上に坐って，その庭には言葉のない思案に耽った平和が訪れ  

た。彼は一つの調子で背景を提供するのだが，それに対して引き続いての行為  

が生ずる，覆いのかかった鏡のように。動きもせず 詣をはじめることもなし  

に彼ほ全体の場面を支配する。  

第一の人物爪秋だ。秋がこの庭を裸に剥ぐことだろうが，庭そのもの棋  

は変るまい。この庭は年老いており，何千歴となく冬の寒さを感じてきたのだ。  

だが ものは全て年老いてゆかねばならず，我々は一人で老いてゆく；大地  

ほ既に年老いており，大地は 不毛の野で粗菓を集めている年老いた婦人のよ  

うだ。やがて静かに雪が大地を恐怖の数々で縞にしてゆくことだろう，だが今，  

大地の眼にほ何の恐怖もない，彼女は見たことのないものには盲目なのだ。も  

はや ぽかんとロを開けたクロッカスも 指をよじる悲哀で広がったケシも（39  

ない；大地ほ 髪と共に胸をかかえ込んで背を曲げた 目の見えない婦人な  

のだ。  

第二の人物－ここヘヤって来るのは衣服を剥がれた春の亡霊たちで，冷  

たくなり，口もきかず，日が見えない，そしてここにはまた，青い人跡まれな  

丘陵から凪が吹いてくる，その丘陵には日光が物言わぬ黄金をふり撒くが，そ  

の丘陵には生命は住まず，恐わがっている羊は冬にそなえて羊舎に集る，獣（40  

らしくこっそりとそして鋭敏に冷たく。  

第一の人物一木々ほ空に腕を揺すって軽やかなか細い昔を立て，過ぎゆ  

く日々はばらばらになった薔薇のように静かに地上に花弁よろしく散る，甘美  

に悲しく果てしなく名前を繰り返すみたいに。小鳥ほ去ってしまった，ここで  

は全く小鳥ほ寒いので呼びも叫びもしないし，泉水は移りゆく空のように灰（41  

色だ，空の髪の毛が泉水を横切って灰色に漂っている，それほ指をかすかに曲  

げた手のようで，その手の平の中に沈黙した全世界を握っている。  

第二の人物一この廃の彫像はどれも冷たくはない：それらは皆頭像だ。  

木の葉が薄とび色の大技から身震いLて空の丘から滑り降り，月は，月さえも  

空を吹かれてきた枯れ葉なのだ・…＝ほら！  

彼らはマリエツタが登場すると再び身を隠す。彼女はこれまでこの庭を見（42  

たことがなかったみたいに周りを見回しながら正面にやってくる。彼女は炎色  

のガウンを着ている。   
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マリエッターこの庭は何てまあ 変ってしまったことでしょう！ どう  

してこんなに変ってしまったんでしょう。ああ，成る程，庭を変化させてしま  

ったのは秋なんだわ。でも，私は変っていない。私ほひどく変ってしまったの  

かしら。  

彼女ほ屋水まで行き，その中をのぞき込む，頭をあちこち回しながら。 （43  

第一の人物一彼女が戻ってきた！するとピエロが，彼女を棄てて，証  

か他の人に托Lたのだろうか。彼の場合には常に誰か他の暑がいる。どうして  

我々は飛んでいって彼の言いつけ通りにするのだちうか。彼を現状通りの白い  

官能的な動物だと知っている我々が。ピエロが現われる処では 誰かが不幸に  

なるのだから。  

第二の人物一私にほもっと酷い。  

第山の人物一そうだ……そうだ。私にはもっと酷い。  （4日  

第二の人物 『 私にほもっと寵い。  

マリエッタ〔自分の影像をしげしげと見ながら〕いいえ，私は変っていな  

いわ。私は今も本当に美しいわ。  

第二の人物一何て彼女はきれいなんだろう！彼女は 黒人奴隷たちに  

よって建てられ，炎に餌まれた象牙の堵のようであり，血を流されて出来上っ  

た象牙と銀の小さな彫像のようだ。   

第一の人物一社女は 嵐によって衣服を剥がれた細っそりした樺の木（44  

のようだ，彼女ほ 霞んだ森に訪れた夜明けに震えている捧の未だ；いや，  

彼女は 白い川と道路の間に立っている若いポプラのようだ。   

第二の人物一彼女の髪ほ黄金色だ，血と情熱で漂白された黄金色；＝彼  

女の髪は 夜間の大型豹の横腹のようだ。   

第一の人物－いや，彼女の髪は黄金色ではない，彼女の髪は 小麦畠に  

くしけず 降り注く○太陽のようなもの，それほ カェデの菓群を琉ってきた日光のよう（45  
だ，そして彼女の眼は 夜間の森の奥深くにある他のようだ；彼女の限は牧  

き場一帯に撒かれたアネモネのようだ。  

第二の人物－その通り，彼女の眼ほ 人が濁れてしまいそうな弛みたい  

だ，彼女の胸は 狭い白い池で，彼女の乳房の先端ほ 一対の星の映像だ，彼  

女の乳房は そのためなら男たちが生命を投げ出L軍隊が互いに殺鼓し合い兄  

弟同志が殺し合った象牙張りの宝石のようだ。  …   
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第→の人物一彼女の乳房ほ 泉水の上で眠っている白い薔薇だし彼女  

の息づきのたびにその胸は 薔薇の花床の中の風のように動く；彼女の乳房  

ほ 長い間飛翔してきた二羽の白い小鳥のようだ。何て彼女は美しいのだろ  

う！  

第二の人物一何て彼女は美しいのだろう！  

マリエツターいいえ，私ほ変っていないれ それなのに私の庭は何とい  

う変りようでしょう！木の葉は音もなく散り，疲れた手のように泉水の上に  

輯たわるのだわ。木の葉ほ枯れている，恋人を抱いてLまった手のようだ，（47  

眼の前に幸福を見てしまった人々の手のようだ，さわろうとして手を伸ばした  

らその手が泉水の上に手の平を上にLて浮かんだ枯れ葉のようだと気付いた人  

々の手のようだ；裸の木々は 悲しんでいる顔のように身を懐けている。で  

も私の手ほ枯れ葉でほないれ 私の手はまだきれいだわ。  

第山の人物一何と彼女の手は美しいのだろう！彼女の手は 羽掃い（48  

ている二羽の小さな鳥のようだ，彼女の手は 光と影の中に麺を展げている蝶  

々のようだ。  

第二の人物皿彼女の手ほ 奴隷の手かせ足かせ用に使われた銀の鎖の二  

個の環だ，それらは 生命と引き換えにされた小さな二箇の滑らかな銀のよう  

だ。何て彼女は美しいのだろう！何故 彼女はあんなに悲しがっているのだ  

ろう？   

マリエッタ一人は年を取り，蓑も電せてゆく，木の葉が故になると 何  

らの青も立てずに地上に滑り降るように。私もまた年老いてゆくのでしょう，  

でも私ほ今は美しいわ。死以外にほ 私ほど美しいものはないわ，だから私（49  

ほ 薪翠色のガウンを着て 私の庭の砂利径を歩いて行きましェう。私が歩い  

てゆくと 私のガウンの藤色の動きが 私の指の爪の覇翠色に繰り返されるで  

しょうし，私の髪ほ黄金で重くなり，髪の重さで私の頭ほ傷つくことでしょう。  

私の額も黄金で滑らかになるでLェうし，形ばかりの私の庭の砂利径の砂利で  

足が傷つくことでしょう。私の頭の痛みと足の軽い痛みとの間に宝石がある（50  

ことになり，銀とどんよりした黄金ほ 肺結核で死にかけているイタリア人に  

巧みに探し求められ，私の尼の上の紫色は 森の端の狼の眼のような私の孔雀  

の限り 赤い瞳に匹敵するルビーで濃くなる。私の孔雀たちほ紫色で汚れた自  

となり 糸杉の木々の下の底なしの池に映った己れの影に向かって叫ぷ。そし  

て泉水のそはのライラックは 泉水の中のライラックを 止むことなく見詰め  

荒けるので 遂に孔雀たちの叫び声はそれらの中を震え続け，それから泉水（51   



William Faulknerの詩（3〕  111  

のそばのライラックが身動きL 昔も立てずに叫ぶ，泉水の中のライラックに  

向けて。そして糸杉の木々は泉水から上方へともがき，星々を庭に払い落す。   

私ほ欲する一何を私ほ欲しがっているのか。   

凪が彗の髪を滑らかに後ろに撫でつけている；   

凪が松の木々を灰色から黒まで琉き．他方私の孔雀の耳障りな叫び声が ヘ  

ルメス像の前のトキワガシを震わせる。   

そのトキワガシほ灰色で，紫水晶の毎に浮かぷ白い島の原産で，地中海の獅  

事物の声々で硬ばった凪が瑠璃で毎に縞をつけ，トキワガシを灰色に色越せさ  

せた； そのトキワガ招ま 灰色の壁のような灰色で，白いヘルメス像はイン  

クの海に浮かぷ島であり，風が空を統って灰色から黒くする。私ほ灰色の壁の  

上に坐ってぷらぷらさせる 私のペンキを塗られた脚を，こみ入った姿全体（58  

で，そして私の乳房は，死んでもう千年も経った一対の月のようになっている  

のだが 私の鈍い真轟のベルト越しにずっしりと廃を見詰めていることだろう，  

庭でほ月が その影の髪に銀で縞模様をつけている；そして私の孔雀は私の  

あとをあだっぼく正確について来て 重たげな巽で月光を通路から払い去るこ  

とだろう。彼らの限は真欲になり 濁り 情容赦がなくなることだろう 年老  

いてゆく乙女たちの脹のように そして 彼らは近づいてきて 宝石を私が54  

足から鶉翠の留め金を私の指先から 食べてしまうことだろう。そして私のた  

っぷりした髪と日の上の津金Lた瞼とは 彼らを惹き付けることだろう，彼ら  

の冷たい足が 私の身体に薄らとした十字の印をつける問に。   

私は欲する－私ほ何を欲しがっているのか。   

凪が空に 月の髪の縞をつける。   

月ほ私が死ぬ時には 私の身体を弄ぶだろう，そして私の孔雀の耳障りな（55  

叫びは ヘルメス像の前のトキワガシを枯らしてしまっていた。  

幕  

〔右端の数字ほページ表示。43ページが二葉ある〕一駅老注  

ⅠⅠⅠ）解  説  

本稿のⅠ〕ほ，WilliamFaulkner，VisiminSbri紹g，WithanIntrDduction  

byJudith L．Sensibar〔Austin：Universityof Texas，1984〕に基づいて，  

William F打ulknerが生前草稿のまま残した連作詩集Vi5わ兜玩軸rf職g『春  

の幻想』を全訳したものであり，ⅠⅠ）ほ，Wi）1iamFaulkner，TheMarionetles，   
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WithanIntroductionandTextApparatusbyNoelPolk（CharlottesviJle：  

The University Press of Virgimia，1977）に基づいて，同じくフォ，グナH  

が生前自らの挿画入り手書き原稿を自装して残した一幕の操り人形劇を全訳L  

たものである。  

ⅠⅠ）は，詩集でほないが，中忙ほ登場人物の歌う詩歌が挿入されている詩的  

な劇であるだけではなく，ピエロが登場しており，Ⅰ）と密接な関係のある同時  

期の作品なので併載した。Ⅰ），ⅠⅠ〕共に，それぞれの編者SensibarとPolkの  

燃犀な序論（前者には20頁，後者にほ24頁）が付されている。以下の短文はそ  

の二人の「序論」に負っている。  

Ⅰ）の『春の幻想』ほ，フォークナーの死後に出版さ九た彼の六柑員の手製本  

で，三冊目の「野心に溢れた完成された連作詩集」（サンシバ∴一巧言菓）であ  

る。1921年の夏，0Ⅹfordの実家に二歳半の娘と帰省していたEstelle（未来  

の妻となる当時はFrank】jn夫人）のために書かれて与えられたもので．凌女  

の死（1972年）まで彼女が所有していた原本ほ紛失したという。   

フォークナーは，『大理石の牧神』や『縁り大技』（共に本紀要前号に全訳し  

た）と同じように，この詩集も公刊の意図があって，1923年にほOrj兢紺∫と  

改題して出版社 FourSeasCo．に持ち込んだが，同社が六ケ月余後忙，以前  

に出した『大理石の牧神』と同じ条件を提示したために，同年11月23日の手紙  

によって，それを取り戻L，以後．生前に公刊はさ九なかった。   

フォークナーは1916～24年頃軋 専ら詩作忙耽っており，16～27歳の期間に，  

数百篇の詩を作ったり改作したりしていた。1940～50年代になってもまだ詩作  

しており，「それらの中にほ滑稽なものさえあった」（Ⅹii．notes）。そのフォーク  

ナ】が，長短14篇の詩を集成して⊥度は公刊も思い立った詩集が『春の幻想』  

である。この作品の「純粋な内容」と彼が「詩人として費した長い期間」とを  

思えば，この作品を，C．BrooI；Sのいうように，「根拠のない夢の世界に己れ  

を失っていた浪漫派の青年の著書き」とLて無視すべきでほない，とサンシバ  

ーほ言い（Ⅹii），彼女は入念な考察・評価を試みている。彼女は述べる¶こ  

の作品はフォークナpの長い自己教育上での転回点を示しているから，欠陥は  

あるが魅力忙充ちた作品である（Ⅹiii）。この作品で彼ほ，自らの夢から覚めて，  

自己の真の声を見い出すに至ったのだ。凡庸な詩人・夢想着から，秀れた資質  

を持った小説家への変身を示すものだ。この作品は，Swinburneの最上の抒  

情詩の一つ“A Vision ofSpringinWinter”から自己の詩の標題を取ったも  

のだが，この作品も，『大理石の牧神』同様，ある意味では，作者の内部に反   
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響している詩的夢想との対話ないし，そ町注釈になっている。この作品は若年  

のフォpクナーが影響を受けたCorlrad Aikenの詩の技巧，就中，く交響楽風  

連作詩〉を借用Lたもので，ロ］～［IlI］，ロⅤ］～［ⅤⅠIl］，［1Ⅹ］～［ⅩⅠⅠ］，［ⅩⅠIl］  

～［ⅩⅠⅤ］町田薬毒から成っている〈交響詩〉である。この作品ほ，フォークナ  

ーが耽読したKeats，Swinbume，Tennyson等19世紀の世界から20世紀初期  

のModernistsの世界への，フォpクナーの知的な旅の記録であり，スウイン  

パーン凰の抒情詩によって，独力ヤく創造空間〉を開拓しながら独自の声を所  

有するに至る過程のフォークナーを示しているのだ。フォークナーのピエロは，  

詩人の卵に象徴派の詩人たちが与えた仮面と，現代芸術家たちのピエロ 1  

T．S．EliotがLaforgueの影の下に書いた詩や，C．Aikenが善いた詩の中  

の語り手一との合成であり，演叙する詩人の昔風 ニンフに魅せられた有頂  

瓦 音楽の持つ記憶術的な性格，などがこの作品で明らかになっている。その  

他，この作品ほ，フォークナーの小説の典型的な結末と思われるもので結ばれ  

ているが，この作品の形式と内容は，後の彼の小説の形姿と様態を予感させる  

ものだ，という指摘等々，サンシバ一女史の言説の各々は，この作品と．若年  

のフォークナーへの思い入れが成させた朗い観察と洞察で，共感するLかある  

まい。同じことは，ⅠⅠ）の人形劇の場合のポ＝クにも言えることである。   

『春の幻想』の中の［ⅠⅠⅠ］“Nocturn’’と［Ⅹ］“The Dancer”の話者は，  

T如肋rわ搾g蜘∫のPierroに酷似していると，サンシノミーの言うその一幕劇  

『操り人形→家』ほ，フォークナーの「初期の最も長く野心に富んだ作品の一  

つで，彼が1920年の秋に，ミシシッピー大学での同名の劇団との関りの中で，  

自ら手書きし，装飾を施し，製本Lたもの」（ポークの吉葉）である。1葉全  

面に及ぷ計九菓のフォークナー自作の挿画付きである。本稿の定本ほ四部現存  

する手稿本の一冊が，フォークナーの手書きのまま刊行されたもので，その製  

作の歴史，現存手稿本のテクストの異吼 作品の内容・主題等，ポークの詳細  

な論考が序論として付されている。サンシ′ミーの場合同様，ポ‥クの，この作  

品への思い入れと努力に，深い敬意を表するのみである。彼の言う通り，その  

後のフォークナpの萌芽の全てれ この作品にも紛れもなく表われていて興味  

尽きない。この時期のフォークナ＝の詩業（と「画業」）については，J11di血L．  

Sensibar，The Origin ofFaulhner’sArt（Austin：Universityof Texas  

Press，1984）とLothar H6nnigIlauSen，William Faulkner：TheAriof  

Sf〆血f加 玩 揖s Edrgヅ Gγα♪兢 研d 揖f（mrプ Ⅳ肝た（Canlbrid酢：  

Cambridge Univer5ity Pres＄，1987）が詳細に明らかにLてくれた。   


